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【気象庁 高松地方気象台】の取組状況（令和４年度末）

1

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
令和４年６月１日から実施
令和４年９月17日夕方から19日の夕方にかけての香川県気象情報などで発表

実際に発表した香川県気象情報

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
を行う

・目的は線状降水帯による大雨の可能性を伝える
・タイミングは半日前から
・対象地域は広域
・目標（対象地域）
令和６年度、県単位
令和11年度、市町村単位

令和４年 台風第１４号に関する香川県気象情報 第３号
令和４年９月１７日１７時４３分 高松地方気象台発表

（見出し）

大型で猛烈な台風第１４号は、香川県には１９日午後に最も接近する見込みです。暴
風、高波に警戒してください。また、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水、高潮に
十分注意してください。なお、四国地方では、１８日午前中から１９日にかけては、線状
降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。

（本文）
大型で猛烈な台風第１４号は、・・・
＜中略＞
見込みです。

［雨の予想］

台風周辺や台風本体の発達した雨雲により、台風の進路によっては、１８日から１９
日にかけて、警報級の大雨となる可能性があります。
１８日に予想される１時間降水量は、多い所で、
香川県 ３０ミリ
１７日１８時から１８日１８時までに予想される２４時間降水量は、多い所で、
香川県 ７０ミリ
その後、１８日１８時から１９日１８時までに予想される２４時間降水量は、多い所で、
香川県 １００から１５０ミリ

線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。また
、台風の進路によっては、２０日も警報級の大雨となるおそれがあります。

［風の予想］
＜後略＞



【気象庁 高松地方気象台】流域治水対策の状況（令和４年度末）

2

指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表
令和４年６月13日から実施

３時間先（土器川は２時間先）までの予測水
位が所定の水位に到達した場合に、氾濫危
険情報を発表

・目的はこれまでの運用より早い段階から
警戒を呼びかけることを可能とする
・氾濫危険情報は警戒レベル４相当（避難
指示の目安）

土器川は2時間先



【気象庁 高松地方気象台】の取組状況（令和４年度末）

3

大雨特別警報（浸水害）の改善
令和４年６月30日から実施

災害発生との結びつきが強い「指数」を用いて大雨特別
警報（浸水害）の新たな基準値を設定

・目的は、レベル５相当の情報としての信頼度を高め、
自治体の防災対応を強力に支援
・現行指標での捕捉率を維持しつつ、可能な限り適中
率が改善されるよう基準値を設定。
・5kmメッシュの降水量等を用いた手法から、1kmメッ
シュの「危険度」を用いた手法へ改善

大雨特別警報（浸水害）の新たな発表条件

以下の①又は②を満たすと予想される状況において、当該格
子が存在し、かつ、激しい雨がさらに降り続くと予想される市町
村等に発表。

① 流域雨量指数の指標

流域雨量指数として定める基準値（洪水キキクル紫の基準
からの超過率として都道府県毎に設定）以上となる１km格子
が20個以上まとまって出現。

② 表面雨量指数の指標

表面雨量指数として定める基準値（浸水キキクル紫の基準
からの超過率として都道府県毎に設定）以上となる１km格子
が30個以上まとまって出現。



【気象庁 高松地方気象台】の取組状況（令和４年度末）

4

キキクル（危険度分布）「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合
令和４年６月30日から実施

キキクル（危険度分布）のイメージ

キキクル（危険度分布）「黒」の新設
・目的は大雨特別警報が発表された際の警戒レベル５
緊急安全確保の発令対象区域の絞り込みに活用

「うす紫」と「濃い紫」の統合
・目的は警戒レベルのカラーコードとキキクル（危険度分
布）のカラーコードの一致

色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

色 警戒レベル

黒 ５相当
紫 ４相当
赤 ３相当
黄色 ２相当
白(水色) ー

改善前

特別警報基準値
超過を「黒」で表示

警戒レベル4
の「紫」と一致

改善後


